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市のようす(１月１日現在)

人口　441 , 947 人　　(+431)

男　　223,621 人　　　（＋204 ）

女　　218,326 人　　　(+227)

世 帯　147,964　　　(+181)
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火災救急白

書

大切な財産を守るために、火の使い方に注意

救急出場
8326 件

救
急
車
の
出
場
（
動
）
は（

千

三
百
二
十
六
件
（
前
年
比
三
百
九

十
六
件
・
五
・
〇
％
増
）
で
、
一

日
平
均
二
二
・
八
件
、
六
十
三
分

に
一
回
の
割
合
で
し
た
。

搬
送
さ
れ
た
人
は
八
千
百
十
六

人
で
、
う
ち
七
千
三
百
九
十
一
人

（
九

丁

一
％
）
が
、
市
内
の
救
急

増
え
て
い
る

軽
症
者
の
救
年
車
要
請

指
定
か
告
示
病
院
に
収
容
さ
れ
て

い
ま
す
。

内
容
で
み
る
と
急
病
が
最
も
多

く
三
千
九
百
七
十
九
件
、
次
い
で

交
通
事
故
二
千
十

八
件
、一
般
負
傷

九
百
三
十
九

件
と
い
う
順
で
し
た
。

と
こ
ろ
で

、
搬
送
さ
れ

た
人

の

中

に
は
「
あ
ら
か
じ
め
予
定
日

の

決
ま

っ
て

い
る
お
産
の
人
」「
救
急

車
を
利
用
し

た
方

が
病
院
の
受
け

入

れ
が
よ
い
か
ら
と
い
う
軽
症
の

人
」

が
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
日
ご

ろ

か
ら
い
ざ
と
い
う

と
き
の

た
め

に
、
家

庭
で

で
き
る
救
急
知
識
や

応
急
手
当

な
ど
身
に
つ
け
て

お
き

た

い
も
の
で
す
。

救助出動
178件

救
助
活
動
の
8
0
％
は

火
災
・
交
通
事
故

「
自
動

車

事
故
で

、
運
転
手

が

座
席

と
「

ン
ド
ル
に
挟
ま

れ
、
身

動

き
で
き
な
く
な
っ
た
」
、
「
火
災

匹
発

生
し
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
で

住
人

が
倒
れ
て

い
る
」

な
ど
の
よ

う
に
、
レ
ス
キ
ュ

ー
隊
が
救
助
活

動
に
出
場

（
動
）
し

た
件

数
は
、

百

七
十
八
件
で
し

た
。

例
で
は
、
国
道

六
号
線
沿

い
の

店
頭
に
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
突
っ
こ

み
、
身
動
き
で
き
な
い
運
転
手
を

救
助
に
向
か
っ
た
事
故
が
あ
り
ま

す
。
前
年
比
四
十
四
件
（
三
二
・

八
％
）
の
増
で
、
二
日
に
約
一
件

の
割
合
で
し
た
。

内
容
で
は
、
火
災
（
百
十
二
件
）

と
交
通
事
故
（
三
十
二
件
）
で
約

八
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
建
物

の
中

な
ど
で
「
内

側
か
ら

カ
ギ
を
閉

め
た
幼
児

が
、

出
ら
れ

な
く
な
っ
た
」
、
「

お
年
寄

り
が
ト

イ
レ
の
中

で
、
施
錠
し

た

ま
ま
倒

れ
た
」
な
ど
の
救
助
活
動

が
、
前
年

の
四

件
か
ら
十
件

へ
と
、

わ
ず
か
な
が
ら
増
え

ま
し

た
。

▽
詳

細
・
＝
消
防
局
救
急
防
災

課

容

6
3
1
1
1
1
1

番

市
消
防
局
が
六
十
二
年
の
火
災
・
救
急
白
書
を
ま

と
め
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
昨
年
一
年
間
（
一
月
一
日
本

二
月
三
十
一
日
）
に
市
内
で
発
生
し
た
火
災
は
百
七

十
五
件
で
前
年
比
十
件
（
六
・
一
％
）
の
増
で
し
た

が
、
早
い
通
報
と
適
切
な
初
期
消
火
活
動
で
建
物
火

災
の
約
八
割
は
部
分
焼
に
く
い
と
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
救
急
車
の
出
場
（
動
）
件
数
は
八
千
三
百

二
十
六
件
で
、
八
千
百
十
六
人
が
搬
送
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
う
ち
約
四
割
の
三
千
十
四
人
は
救
急
車
を

必
要
と
し
な
い
軽
症
の
人
で
あ
っ
た
な
ど
、
火
災
の

対
処
と
救
急
車
の
利
用
に
つ
い
て
、
考
え
さ
せ
ら
れ

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

火災件数
火
災
は
前
年
比
6
.
1
％
増

二
億
一
千
余
万
円
が
灰
に

市

消
防
局
が
発
表
し

た
火
災
白

書

に
よ
る
と
、
六
十
二
年
中

に
市

内
で
発

生
し
た
火
災
は
百
七
十
五

件
で

、
五
人
の
人
が
亡

く
な
り
二

十
三
人
が
ケ
ガ
を
し
て
い
ま
す
。

前
年
比
十
件
（
六
・
一
％
）
増
え
、

下

降
気
味
だ
っ
た
昨
年

か
ら
上
昇

傾
向

に
移
り
ま
し
た
。

人
口
一
万

人
当

た
り
の
出
火
率

に
す
る
と
三

・
九
八
件
で
し

た
。

（
六
十
一
年
の
全
国
平
均

が
五
・
二

件
、
千
葉
県
が
五
・
〇

件
、
松
戸

が

三
八
件
）

火
災
損
害
額

は
二

億
一
千
六
百

六
万
円

（
前
年
比
四
千
二
万
円

・

二
二

・
七
％

増
）

に
な
り

、
種
別

で
は
建
物
火
災

が
約
八
割

（
百
二

十
七
件
・
百
六
十
三
棟

焼
損
）
と

大
部
分
を
占
め
ま
し

た
。

し

か
し
、
百
六
十
三

棟
の
う
ち

百
二
十
五
棟

（
七
六

・
七
％

）
は
、

早
い
通
報
と
住
民

の
適

切
な
初
期

消
火
活
動
に
よ
り

部
分
焼
で
済
み
、

町

会
・
自
治
会
な

ど
で

の
消
防
訓

練
の
成
果
が
現
れ
ま
し

た
。

火
災
原
因
の
ト
ッ
プ
は

放
火
・
放
火
の
疑
い

火
災
の
原
因
は
、
軒
下
に
お
い

て
あ
る
新
聞
や
車
の
シ
ー
ト
カ
バ

ー
に
火
を
付
け
ら
れ
た
な
ど
の
放

火

、
ま
た
は
放
火
の
疑

い
の
あ
る

も
の
が
四
十
四
件

（
二
五

こ

％
）

と
ト
ッ
プ
で
す
。

こ
の
傾
向
は
船
橋
市
、
市
川

市

と
並
び
高
い
も
の
で
、
消
防
局
・

消
防
署
で

も
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化

し
て

い
ま
す
が
、
家
の
周
り
は
整

理
し

、
火
を
付

け

る
ス

キ
を
与

え

な
い
こ
と

が
大
切
で

す
。

二
位
以
下

に
は
、
油

な

べ
に
火

が
入
る
三
十
件

、
火
遊

び
十

四
件
、

た
き
火
八
件
、

た
ば
こ
七

件
と
続

き
ま
す
。
油
な
べ
に
火
が
入
る
は
、

六
十
一
年
の
十
八
件
と
比
べ
、
著

し
い
増
加
で
す
。
火
の
元
は
消
す

ま
で
目
を
離
さ
な
い
注
意
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
実
際
に
火
災
が
起
き
て

し
ま
っ
た
時
の
た
め
に
、
正
確
な

通
報
を
で
き
る
よ
う
電
話
機
の
前

に
自
宅
の
住
所
・
目
標
を
メ
モ
し

て
お
く
こ
と
と
、
火
の
元
に
は
消

火
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意
し
て
お
く

こ
と
が
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

ま
す
。

火災発生件数の推移

市 政

見 学 会

毎
週
水
曜
日
に
実
施

早
目
に
電
話
予
約
を

日

時

…

四

月

六
日

か

ら

六

十

四

年

三

月
二

十

九

日

の

祝

日

と
夏

休

み

期

間

中

を

除

く

毎

週

水

曜

日

、
午

前

九

時
（
市

役

所

集

合

）

～

午

後

三

時

三

十

分

コ

ー
ス
・
・・
市

役

所

～

健

康

増

進

セ

ン

タ

ー
～

消

防

局

～

公

設

地

方

卸

売

市

場

～

小

金

原

市

民

セ

ン

タ

ー

（
昼

食

）
～

ク
リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー
にｙ
資

源

リ

サ

イ

ク

ル

セ

ン

タ

ー
～

文

化

ホ

ー

ル

（
解

散
）

定
員
・
三
十
人
（
団
体

対

象
・
＝
町

会
・
自

治

会
・

婦
人

会
・
Ｐ

Ｔ

Ａ

な

ど
の

団

体
（
個
人

で
参
加

で

き

る
「
個

人

市

政

見

学

会

」

を
年
二

回
、
夏
休

み
中

は

「
親

子

市

政

見

学

会

」
を

予

定
）

費
用
…
無
料

（
夏
期
を
除

き
、
昼
食
は
市
で
用
意

）

申
込
み
…
電
話
で
広
報
課
へ

卸売市場の見学

63年度

市
・
県

民

税

の

申

告

受
付
は
２
月
１６
日
か
ら

六
十
三
年

度
、
市
・
県
民
税
の

申
告
受
け
付
け
が
、
二
月
十
六
日

（
火
）
か
ら
、
市
役
所
や
各
支
所
の

窓
口

で
始
ま
り
ま
す
。

申

告
に
は
収
入
の
わ

か
る
も
の

や
、
領
収

書
、
証
明
書
な

ど
と
、

印
鑑

を
お
忘
れ
な
く
。

※
三
月

に
入
り
ま
す

と
大
変
混

雑

し

ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
早
め

に
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

受
付
け
…
二
月
十
六
日
（
火
）

か
ら
三
月
十
五
日
（
火
）
の
日

曜
日
を
除
く
、
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
（
土
曜
日
は

午
後
零
時
三
十
分

ま
で

）
に
、

市
役
所
（
本
館
二
階
大
会
議
室

か
各
支
所
窓

口
で

郵
送
に
よ
る
申
告
も
取
り
扱
っ

て

い
ま
す
。

詳
細
＝
・
市
民
税
課

手数料･使用料・各種税

昭
和
6
2年
度
分

今
市

・
県
民
税

４

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

奉
軽
自
動
車
税

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

早
め
に

納
付
（
納
入
）
お
願
い
し
ま
す

。

安全・確実な

口座振替のご利用を

早
い
通
報

消
防
訓
練

の
成
果

8
0
％
を

初
期
に
消

化
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花
と
緑

（

今
月

の
園

芸

）

鉢
花
の
手
入
れ
（
Ｈ
）

鉢
花

を
長

く
楽
し
む
た
め
に

も
日

頃
の
手
入

れ
が
必
要

で
す
。

今

月

は

洋

ラ

ン
　（
シ
ン

ビ

ジ
ュ
ー
ム
、
デ
ン
ド
ロ
デ
ュ
ー

ム
、
カ
ト
レ
ア
）
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

〈
シ
ン

ビ
ジ
ュ

ー
ム
〉

シ ン ビ ジ ユ ーム

開
花
株
や
蕾
付
き
の
も
の

を

求
め
た
場
合
、
日
当
た
り
の

良

い
場
所
に
置
き
ま
す
。
特
に

開

花
し
き
っ
て
い
る
場
合
は
、

室

内
の
温
度
変
化
の
少
な
い
場

所
に
置
き
ま
す
。

蕾
付
き
は
、
場
所
を
あ
ま
り

変
え
な
い
で
下
さ
い
。
蕾
が
落

ち
て
し
ま
い
ま
す
。

灌
水
は
、
軽
石
で
植
え
付
け

ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
の
で

十
分
に
灌
水
し
て
下
さ
い
（
週

に
一
回
く
ら
い
）
。

花
を
長
持
ち
さ
せ
る
に
は
、

置
き
場
所
は
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ー

ム
よ
り
日
当
た
り
が
よ
く
、
温

度
変
化
の
少
な
い
場
所
に
置
き

ま
す
。
大
輪
系
の
種
類
で
は
花
弁
が

薄
い
の
で
乾
燥
し
す
ぎ
た
場
所

で
は
花
弁
が
脱
水
状
態
に
な
り

ま
す
。
湿
度
を
保
ち
、
灌
水
は

表
面

が
乾

い
た
時
に
行

い
ま

す
。
受
け
皿
を
使
用
し
て
い
る

場
合
は
、
根
腐
れ
を
防
ぐ
た
め

贈
答
品
と
し
て
出
回

っ
て
い

ま
す
が
、
家
庭
の
居
間

で
は
長

持
ち
し
ま
せ
ん
。
原
因

は
、
湿

度
不
足
、
温
度
不
足
で
す
の
で
、

温
室
ま
た
は

ガ
ー
デ
ン
ケ
ー
ス

に
入
れ
て
観
賞

す
る
方

が
無
難

で
す
。

灌
水
は
、
水
苔

植
え
、

パ
ー

ク
植
え
共

に
、
鉢
底

か
ら
抜
け

出
る
程
度

に
施
し

ま
す
。
や
り

す
ぎ
は
根
腐

れ
の
原
因

に
な
り

ま
す
。

》
詳
細
・
：
公
園
緑
地
課
緑

化
係

〈
カ
ト
レ
ア
〉

に
も
、
た
ま
っ
た
水
は
捨
て
ま

し
ょ
う
。

開

花

期

間

は
、
シ

ン

ビ

ジ
ュ
ー
ム
よ
り
短

い
の
で

す

が
、
湿
度
を
保
て
ば
長
く
も
ち

ま
す
。

〈
デ
ン
ド
ロ

デ
ュ

ー
ム
〉

花
茎
の
下
の
花
の
色
が
薄
く

な
っ
た
時
に
切
り
取
り
、
次
の

開
花
の
た
め
の
株
の
消
耗
を
防

ぎ
ま
す
。

春
先
に
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
発

生
し
や
す
い
の
で
消
毒
を
行
い

ま
す
。
肥
料
は
春
先
ま
で
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

お聴かせ
ください
あなたの声

を!
63年度市政モニター

募集
市
で
は
、
市
民
の
意
見
や
要
望
を
聴
き
、
よ
り
よ

い
市
政
へ

向
け
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

市長と意見を交わす市政モニター「新春市長座談会」

ご
存

じ
で
す

か
。
市

で
は
昭
和

四
十
五
年

か
ら
、
一
般
市

民
の
中

か
ら
市
政

に
関

心
の
あ

る
人
を
募

集
し
、
市
政

モ

ニ
タ
ー
と
し
て
委

嘱

（
一
年
任
期

）
し
て
い
ま
す
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
市
で
行
う

研
修
会

や
施
設
見
学
な
ど
に
参
加

し
、
行
政

を
直
接
見
て
、
気
付

い

た
こ

と
や
、
意
見
、
要
望
な

ど
を

市
（
市
民
相
談
室
）
に
寄
せ
て
い
た

だ

き
ま
す
。

で
す

か
ら
、
示

と
し

て
も
市
政

モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
意
見
、
要
望
を

市
政
に
反
映
し

よ
う
と

す
る
も
の

で
す
。

ま

た
、
市
政

モ

ニ
タ
ー
は
市
政

を
理
解
し
て

も
ら
え

る
場

と
し
て

も
利

用

し

て

い

た
だ

い
て

い

ま

す
。

※
意
見
、
要
望

に
つ
い
て
は
、
内
容

を
よ
く

検
討
し
、
そ

の
結
果
担

当
部
課

お
よ

び
関
係
機

関
に
連

絡
を
取
っ
て

い
ま
す
。

年
々
増
え
る

建
設
的
意
見
や
要
望

今
年
度
委
嘱
し
て
い
る
市
政
モ

二
夕
ー
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
・

要

望
・
質

問
は
二
十
三
件
（
六
十
二

年
十
二
月
末
日

現
在
）

あ
り
ま
し

た
。こ

の
中
で

災
害
時

の
対
策
や
食

品
添
加

物
に
つ

い
て
、
美
化
運
動

の
促
進
、
情
操
教
育
な
ど
、
幅
広

く

出

さ
れ
て

い
ま
す
。

一
月
十

三
日
に
行
わ

れ
た
「
新

春
市
長

座
談
会
」
に

お
い
て

も
、

市
政
モ
ニ
タ
ー
か
ら
施
設
跡
地
の

利
用

や
、
高
齢
化
社
会

に
向
け
て

の
施
策
な
ど
建
設
的
な
意
見

が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
の

お
も
な
仕
事

市
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
次
の
よ
う

な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

〇
市
政
に
つ
い
て
建
設
的
意
見
・

要
望
な
ど
を
、
定
期
ま
た
は
随

時
、
市
に
提
出
す
る

〇
市
の
送
付
す
る
質
問
書
に
回
答

ま
た
は
意
見
を
述
べ
る

〇
研
修
会
、
施
設
見
学
、
市
議
会

傍
聴
な
ど
に
出
席

市
政
を
勉
強
し
て
意
見
を
／

市
政
モ
ニ
タ

ー
募
集

市
で
は
、
六
十
三
年
度
市
政
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対

象
・・
・
市
内

に
引

き
続
三

年

以
上

居
住
し
て

い
る
二
十
歳
以

上

の
人

で
、
本
市
の
ほ

か
の
制

度

の
モ
ニ
タ
ー
に
就
任
し
て

い

な
い
人

謝
礼
・
：
薄
謝

申
込
み
…
市
政

に
つ
い
て
簡
単

な
意
見

、
モ
ニ
タ
ー
に
募
集
し

た
動
機
と
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
に
記

入
し
て
、
三
月
十
二
日
王

）
ま

で
に
〒
二
七
一
松
戸
市
根
本
三

八
七
－

五
松
戸
市
役
所
市
民
相

談
室
へ
送
付
し
て
下
さ
い
。

詳
細
：
市

民
相
談
室

市政モニターを

経験して

小
金
原須
田
京
子
さ
ん

今
回
、
市
政
モ
ニ
タ
上

に
携

わ
っ
て
み
て
た
い
へ
ん
勉
強
に

な
る
と
と
も
に
、
松
戸
市
は
市

民
の
意
見
を
行
政
こ
と
り
入
れ

な
が
ら
計
画
行
政
を
遂
行
し
て

い
る
こ
と
が
、
私
な
り
に
受
け

と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
ら
も
、
市
政
モ
ニ
タ

ー
の
経
験
を
生
が
し
、
主
体
性

を
も
っ
だ
市
民
で
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
は
あ
早
目
に

高
額
医
療
費
・
住
宅
取
得
特
別
控
除
な
ど

確
定
申
告
の
時
期

三

月
土
（

日
火
）
か
ら
三
月
十
五
日
（
火
ご

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

三
月

に
な

る
と
税
務
署

は
大
変

混

雑
し

ま
す
。
還
付

申
告

を
す
る

人

は
、
早
め
に
提
出
し
て
下

さ
い
。

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
人
で

も
、

六
十

二

年

中

に
多

額

の
医

療

費

を

支

払

っ
た
人
や
新
し

く
住
宅
を
取

得

し

た
人
は
、
申

告
に
よ

っ
て
源

泉

徴
収

を
さ
れ
た
所
得

税
が
戻

る
場

合

が
あ
り
ま
す
。

所
得

税
の
還
付

を
受
け

る
た
め

の
申

告
は
一
月

か
ら

受
け
付

け
て

い
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
書
類

「
医
療

費
控
除
」
を
受
け

る
人

罔
医
療

費
の
領
収
書

㈹
源
泉
徴
収

票

〉「
住
宅
取

得
特
別
控
除
」
を
受
け

る
人

罔
家
屋

の
登
記

簿
謄
本

㈹
売
買
契

約
書
ま

た
は
請
負
契

約
書

の
写
し

回
住
宅
取

得
資
金

に
係
わ

る
借

入
金
の
年
末

残
高
証
明
書

回
住
民
票

川
源
泉
徴
収

票

※
以
上
、
提
出
い
た
だ
い
た
書
類

は
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
。

還
付
金
の
受
け
取
り

還
付
金
の
受
け
取
り
は
、
預
金

口
座
へ
の
振
り
込
み
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

振
り
込
み
は
便
利
な
ば
か
り
で

な
く
、
国
の
経
費
節
約
に
も
な
り

ま
す
。

出
張
相
談
と

無
料
申
告
相
談

松
戸
税
務
署

と
東

京
地
方
税
理

士

会
で
は
、
左
記
の
日
程
で
出

張

相

談
と

無
料

申

告

相

談
を

行

い

ま

す
。

※
譲
渡
所
得

・
贈

与
税

の
相
談

は

行

い
ま
せ
ん
。

▽
詳
細
・：
松
戸
税
務
煮
1
6
3－

１

１
７
１

番

税務署出張相談

会 場 期 日 期 間

常盤平市民センター 3/2瀕･3内･4愬
午前9時30分
Ｓ

午後3時30分新松戸市民センター 2/23C火)･24凶･25内

伊 勢 丹 松 戸 店 2/8(月) 午前10時～午後3時30分

東京地方税理士会無料申告相談
会場

期 日
時間

税理士会松戸支部 2/16～3/15 (日曜を除く)

午前9時30分
Ｓ

午後3時3C}分
(土曜日は

正午まで)

常盤平市民センター
2/18附･19１･20山･23図･24

團

新松戸市民センター
3/2C水)･3(木)･4(金)･
5(土)

小金原市民センター 2/23(火)･24團

小金市民センター 2/26R

※
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
の
二
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日
、

三
月
二
日
に
つ
い
て
は
別
館
で
行
い
ま
す
。

２月は特別土地保有税

(取得分)の申告納付月です

対象…昭和63 年１月１日以

前１年以内に、市内で5,000

m2以上の土地を取得した個人

または法人

･税額…取得価格に３％を乗じ

た額から、不動産取得税の課

税標準となるべき価格に４％

を乗じた額を控除した額

･申告納付期限…２月29 日(月)

･詳細…税制課諸税係

タバコは市内で買いましよう

償却資産の申告は

お済みですか

償却資産の法定申告期限の２

月１日が過ぎました。未申告の

人（個人・法人）は、大至急市

役所資産税課へ申告して下さ

い。申告の方法は、来所でも郵

送でもかまいません。

正当な事由がなくて申告しな

い場合や虚偽の申告をし ます

と、過料などを科されるほか、

不利益な扱いを受けることがあ

ります。ご注意下さい。

詳細…資産税課償却資産係

松戸東口郵便局新局舎完成

２月８日から元の場所に

松戸東口郵便局の新局舎が完

成し、現在 の仮 移転 先（根 本

447 ―1 長 谷川ビル）から元の場

所（根本465) に戻 ります。

移転日 は２月８日（月）です。

詳 細 … 松 戸 東 口 郵 便 局 容

65 ―3304 番

運動公園体育施設の休館

運動公園体育施設は、館内整

備のため、２月23 日(火)に臨時

休館します。

[〉詳細…運動公園内市民スポー

ツセンター登63 ―9241番

ユーカリ交通公園が休園

ユーカリ交通公園は、園内整

備のため、２月20 日(上)～21

囗(日)に休園します。

[〉詳細…安全課安全係

クリーンセンター

温水プールと体育室の休業

温水プールは定期整備のため２

月17 日(水)～３月４日(金)ま

で、体育室は２月23 日(火)に休

業します。

詳細…クリーンセンター昔

85―7100番

市役所には電車やバスで

２月・３月は市役所駐車場

が大変混雑します。なるべく

電車・バスをご利用下さい。



広報
まつど

昭和６３年２月５日

馬
橋
小
学
校
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室

独
自
に
教
育
用
ソ
フ
ト
を
開
発

市
立
馬
橋
小
学
校
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
教
室
が
完
成

し
ま
し
た
。

総
額
一
千
六
百
万
円
を
か
け
て
導
入
し
た
市
内
第
一

号
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
で
は
、
独
自
に
開
発
し
た

ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
、
二
月
十
八
日
に
公
開
授
業
が
開

か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
末
か
ら
設
置
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
教
室
が
、
こ
の
ほ
ど
市
立
馬

橋
小
学
校
に
完
成
し
ま
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
は
、
余

剰
と
な
っ
た
普
通
教
室
の
二
室
を

改
造
し
、
四
十
六
台
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
設
置
し
、
空
調
設
備
な

ど
を
施
し
、
総
額
一
千
六
百
万
円

を
か
け
た
本
格
的
な
も
の
で
す
。

個
々
の
能
力
、
適
性
に

応
じ
た
学
習
に
期
待

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

ー
を
小
中

学
校

の
授
業
に
取
り
入

れ
る
研
究

は
現

在
全
国
的

に
進

め
ら
れ
て

い
ま
す
。

文
部
省
で
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

学
習
は
「
情
報
化
社
会
へ
の
対

応
と
、
基
本
事
項

の
修
得

、
情

報

の
取
捨
選
択
、
判
断
能
力

を
養
う

こ
と
な

ど
が
期
待

で
き
る
」
と
し
、

児
童
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
能
力

や
個
性

に
応

じ
た
指
導
が
で
き
、

個
別

学
習

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
も

研
究
の
第
一
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

市
で
も
、
以
前
か
ら
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
利
用
し
た
授
業
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
、
そ
の
可
能
性
を

研
究
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
キ
ー
ボ
ー
ド
に
も
す

ぐ
に
慣
れ
、
思
い
ど
お
り
に
操
作

す
る
子
ど
も
だ
ち
か
ら
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
導
入
の
必
要
性
が
考
や

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
未
開
発
の

教
育
用
ソ
フ
ト

ビ
ジ
ネ
ス
用
の
ソ
フ
ト
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
作
動
さ
せ
る
各
種

情
報
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
開
発
は
、
活

発
な
需
要
に
支
え
ら
れ
て
、
め
ざ

ま
し
い
進
歩
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

半
面
、
教
育
用
の
ソ
フ
ト
は
、
ほ

と
ん
ど
未
開
発
の
段
階
で
す
。

ま
だ
、
需
要
が
な
い
の
が
理
由

と
い
え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
ソ

フ
ト
が
必
要
と
さ
れ
る
か
が
手
さ

ぐ
り
の
状
況
で
あ
る
こ
と
も
一
因

で
す
。
こ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入
し
て
も
、

授
業
に
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

市
内
の
学
校
で
は
、
来
た
る
べ

き
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
時
代
に
先
が

け
て
、
教
職
員
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
実
技
研
修
会
な
ど
を
重
ね
る
一

方
、
各
ふ
中
学
校
の
先
生
が
集
ま

っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
け
、
独
自
の
ソ
フ
ト
開
発
を
手

が
け
て
き
ま
し
た
。

二
月
十
八
日
に

公
開
授
業

こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
ば
か
り
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
を
使
っ
て
、

馬
橋
小
学
校
で
は
、
二
月
十
八
日

）
に
公
開
授
業
が
開

か
れ
ま

す
。
内
容
は
、
小
学
校
五
年
生
の

算
数
「
割
合

と

グ
ラ

フ
（
百

分

率
）
」
を
題
材
と
し
て
い
ま
す
。

使
用
す
る
ソ
フ
ト
は
、
も
ち
ろ

ん
市
内
の
先
生
が
独
自
に
開
発
し

た
も
の
で
、
前
も
っ
て
準
備
を
進

め
て
き
た
こ
と
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
教
室
の
完
成
後
す
ぐ
に
授
業

に
使
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
初

の
授
業
な
の
で
、
児
童
た
ち
が
取

り
組
み
や
す
い
よ
う
に
、
対
話
方

式
（
画
面
の
表
示
を
み
て
、
指
示

に
従
い
キ
ー
ボ
ー
ド
を
操
作
）
に

よ
り
、
楽
し
く
取
り
組
め
る
よ
う

に
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
て
あ
り
、
誰
に

で
も
簡
単
に
扱
え
る
よ
う
に
配
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。

先
生
と
児
童
全
体
、
先
生
と
任

意
グ
ル
ー
プ
カ
ど
が
、
必
要
に
応

じ
て
画
面
を
転
送
し
合
い
対
話
で

き
る
ほ
か
、
先
生
が
、
個
々
の
児

童
の
学
習
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

一
人
ひ
と
り
の
能
力
、
適
性
に
応

じ
た
学
習
指
導
が
効
果
的
に
行
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

更
に
ソ
フ
ト
を
充
実

各
学
年
、
各
教
科

の
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
に
わ
た

る
ソ
フ

ト
づ
く
り

も
、
着
々
と
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
一

二
月
十
八
日

の
研
究
授
業

を
第

一
弾
と
し
、
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
ー
を

利
用

し
た
授

業
を
内
容
の

あ
る
も

の
に
し
て
い
こ
う

と
研
究

に
取

り

組
ん
で

い
ま

す
。

▽
詳
細
・
＝
教
育

委
員
会

指
導
課

目
の
不
自
由
な
人
へ声

の
広
報
を

松
戸
朗
読
奉
仕
会
の
皆
さ
ん

目
の
不
自
由
な
人
に
、
広
報
ま
つ

ど
を「
声
の
広
報
」
と

し
て
届
け
て
い
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
松
戸
朗
読

奉
仕
会
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

明

る
い
声
の
便
り
を
テ
ー
プ
に
録
音
し

続
け
て
十
六
年

目
を
迎
え
た
、
奉
仕
会
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
紹
介
し

ま
す
。

松
戸
朗
読
奉
仕
会
は
、
視
覚
障
　

ア
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
昭
和
四
十

害
者
の
た
め
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
　
　
七
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

市
し
あ
わ
せ
課
が
広
報
ま
つ
ど

を
、
視
覚
障
害
を
も
つ
人
に
「
声

の
広
報
」
と
し
て
届
け
る
た
め
、

市
民
に
呼
び
か
け
た
の
が
始
ま
り

で
十
六
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
数
は
現
在
五
十
九
人
で
、

月
二
回
発
行
の
広
報
ま
つ
ど
の
録

音
や
、
週
刊
誌
、
小
説
、
随
筆
、

童
話
な
ど
の
テ
ー
プ
図
書
の
作
成

の
ほ
か
、
会
員
が
二
人
一
組
で
希

望
す
る
人
の
と
こ
ろ
に
出
向
い
て

行
う
対
面
朗
読
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
月
二
回
、
八
ペ
ー
ジ
で
発
行
さ

れ
る
広
報
ま
つ
ど
の
テ
ー
プ
吹
き

込
み
は
、
総
合
福
祉
会
館
内
に
あ

る
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

録
音
室
を
利
用
し
、
毎
回
十
人
く

ら
い
で
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
活
動
と
し
て
は
、

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
県
立
西
部
図

書
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
に
も

応
募
し
、
現
在
十
八
人
が
登
録
さ

れ
、
テ
ー
プ
図
書
の
作
成
や
対
面

朗
読
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

漱
石
全
集
を

２
５
０
本
の
テ
ー
プ
に

今
、
会
員
が
総
力
を
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
い
る
の
が
創
設
十
周
年

記
念
と
し
て
始

め
た
声
の
「
夏

目

漱
石
全
集
」
で

す
。
現

在
は
全
体

の
八
五
％

が
完
成
し
、

総
数
二
百

十
本
の
テ

ー
プ
図
書

に
な
り

ま
し

た
。「

漱
石
全
集
」

は
、
あ
と
四

十

本
程
度
の
テ

ー
プ
に
収
録
す
れ
ば

完
成
し
ま

す
。

出
来

あ
が
っ
た
テ
ー
プ
図
書
を

視
覚
障
害

者
の
人

に
、
一
日
も
早

く
喜
ん
で
利
用

し
て
も
ら
お
う
と

最
後

の
追

い
込

み
に
入
っ
て
い
ま

す
。声

の
便
り
が
届
く
の
を
心
侍
ち

し
て

い
る
人

だ
ち
か
ら
の
熱

い
期

待

を
受
け
て
、
全
会
員
が
、
声
の

広
報
で
の
語

り
か
け
と
同
じ
く
明

る
い
笑
顔
に
あ
ふ
れ
た
活
動
を
続

け
て

い
ま
す
。

▽
詳
細
…
松
戸
朗
読
奉
仕
会
・
高

倉
容
８７
－
7
0
8
6

番

最終チェックに余念がありません。

県
立
西
部
図
書
館

録
音
図
書
・
点
字
雑
誌
な
ど
を
郵
送
サ
ー
ビ
ス

昨
年
七
月
に
千
駄
堀
に
オ
ー
プ

ン
し
た
県
立
西
部
図
書
館
は
、
専

門
的
な
研
究
や
、
学
習
要
求
に
も

応
え
ら
れ
る
図
書
館
と
し
て
多
く

の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
図
書
館
で
は
、
障
害
を
も
つ

人
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

録
音
図
書
・
点
字
雑
誌
・
図
書
等

の
郵
送
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。郵

送
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
を

図
書
館
で
は
、
次
の
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

録
音
図
書
・
点
字
雑
誌
・
図
書

な
ど
の
郵
送
貸
し

出
し
・・
・
録
音

図

書
は
現
在
二
百
五
十

タ
イ

ト

ル
あ
り
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
国

内

の
図

書
館

に
あ
る
録
音
図
書

も
借
り
受
け
ら
れ
ま
す

（
録
音

図

書
の
作
成
も
で

き
ま
す
）
。

点
字
雑
誌

は
、
五
タ
イ
ト
ル
あ

り
ま
す
。
一
般
図
書
の
貸
し
出

し

も
で
き
ま
す
。

郵
送
貸
し
出
し
は
一
人
ニ

タ
イ

ト
ル
ま
で
。

）
対
面
朗

読
・
＝
館

内
の
対
面
朗
読

室
で
、
朗
読
者

が
必
要

な
資
料

を
音
声
化
し
ま
す
。
希
望
の
人

は
前

も
っ
て
予

約
し
て
く
だ

さ

い
。

館
内
に
は
、
弱
視
の
人
の
た
め

の
拡
大

読
書
器
と
大
型
活
字
本

も
購
入
し
て
あ
り

ま
す
。
電
話

や
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ

、
点
字

に
よ

る

レ
フ

ァ

レ

ン

ス
（
資

料

相

談
）
を

お
受

け
し
ま
す
。

詳
細
…
県
立
西
部
図
書
館

調
査

課

一`
8
5－
4
1
3
3

番

父
子
家
庭
に
児
童
養
護
費
を
助
成

対
象
…
離
婚
・
死
亡
等
で
母
親

に
養
育
さ
れ
て
い
な
い
十
八
歳

未
満
の
児
童
（
義
務
教
育
終
了

前
の
児
童
一
人
以
上
を
含
む
）

を
養
育
し
て
い
る
父
等
が
、
一

時
的
な
理
由
（
出
張
・
病
気
な

ど
）
で
養
育
（
世
話
）
を
家
政

婦
な
ど
に
委
託
し
、
料
金
を
支

払
っ
た
場
合

次

の
よ
う
な
人
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

出
三
親
等
以
内
の
人
に
委
託
し

た
場
合

叨
所
得
が
制
限
額
を
超
え
た
場

合
（
別
表
参
照
）

助
成
額
…
一
力
月
に
つ
き
五
日

以
内
で
、
一
日
に
つ
き
四
千
八

百
円
以
内
（
一
時
間
六
百
円
以

内
）
詳
細
・
・
・
援
護
課

所得制限額

所 得 額

１人 2,023,000円

２人 2,353,000円

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

２月

こ
ど
も
県
展
松
戸
地
区
入
選
作
品
展

＝
七

日
ま
で

第
十
四
回
松
戸
市
書
道
展
・
・
十
六
日
二
十
八
日

蘭

館
時
間
は
月
曜
、
祝
日
を
除
く
午
前
十
時

～
午
後
六
時

（
文
化
ホ
ー
ル
酋
6
7
1
7
8
1
0番
）

映
画
と
人
形
劇
お
は

な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
入
場
無
料

・
三
～

九
歳
く
ら

い
が
対
象

）

テレ
ホン
サー
ビス
でん
わお
はな
しキ
ャラ
バン

十

九
日

十

八
囗

十
一
一日
十
日

－
一
月
五
日

期

日

馬

橋
市
民

セ
ン

タ
１

小
金
原
市
民
セ
ン
タ
｜

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
｜

図

書

館

本

館

松
飛
台
市
民
セ
ン
タ
｜

会

場

午
後
一
一一
時
Ｓ
四

時

午

後

一
一
一
時

Ｓ

一一
一
時

－一
一
十

分

午
後
一
一一
時
Ｓ

四
時

時

間

※
定
員
に
な
っ
た
場
合
は
、
入
場

を
お
断

り
し
ま
す
。

▽
詳
細
…
市
立
図
書
館
一
6
5
－
5
1
1
5
番

軽自動車税の申告

軽自動車税は、毎年４月１囗

現在で軽自動車等をお持ちの人

にかかります。異動のあった人

は変更や廃車の申告を忘れずに

区 分 手続き場所

・原動機付自転車

(50CC～125CC)

・小型特殊自動車

松戸市役所税制課

または各支所

・２輪の軽自動車

(125CC超～250cc以

下)

・２輪の小型自動

車(25池 超)

陸運事務所

250474(66)2415番

・４輪軽自動車
軽自動車検査協会

≫0472(45)0163番

[〉詳細…税制課諸税係

床下薬剤散布
床 下 薬 剤 散 布 を 下 表 の と お り

行 い ます 。

※雨で中止の場合 は全 日程終了 後 に

なり ます。　　　　（　）内は午後

期日 散布町会・自治会

2/221月)
幸谷･ 新松戸１丁目・(新松戸

東)

23(火)
馬橋寿第１・第２･ 第３(馬橋

みどり)

24C水） 馬橋中央・三村新町

25困 虹の街・ゆう かり

26刪
小金下谷・旭町・主水新田・

七右衛門新田

27田 大谷口南

29回 新松戸４丁目･ ６丁目･７丁目

【〉詳細…生活環境課

児
童
手
当
２
月
期
分
を
支
給

受
け
取
り
は
1
0日
か
ら

２
月
期
分

（
十
月
上

月

分
）

の
児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
含

む
）

を
支
給
し

ま
す
。

受
給
者

が
指
定
し

た
金
融
機
関

へ
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
二

月
十
日
以
降
に
確
認
し
て
下

さ
い
。

マ
詳
細
・・・
援
護
課
援
護
係



市
営
白
井
聖
地
公
演
が
第
一
公
募

申
し
込
み
は
三
月
十
日
～
十
九
日

「
白
井

聖
地

公
園
」

の
第

一
回

募
集
日
程

が
決
ま
り
ま
し
た
。

墓
地
を
利
用

で
き
る
人
は
、
松

戸
市
ま
た

は
白
井
町

に
一
年
以
上

（
基
準
日

六
十
三

年
三
月
一
日
）
住

民
登
録
を
し
て

い
る
人
で

す
。

募
集
基
数

▽
芝
生
墓
地
（
四
平
方
㍍
）

〇
西
向
き
二
百
四
十
一
基
、
三

十
万
四
千
円

〇
東
向
き
＝
二
百
四
十
一
基

、
三

十

四
万
四

千
円

普
通
墓
地
（
五
平
方
㍍
）

〇
西
向
き
三
百
五
十
五
基
、
三

十
八
万
円

〇
東
向
き
三
百
三
十
三
基
、
四

十
三
万
円

芝
生
墓
地
に
は
、
付
属
埋
蔵
設

備
代
金
二
万
四
千
円

か
加
算
さ

れ
ま
す
。

管
理
料

す
べ
て

年
額
三
千
六

百
円

五

年
分
を
前
納
。
本
年
度

は
四
年

一
ヵ
月
分

）

申
込
案
内
書
の
配

布

配
布

期
間
・
三

月
十
五
日

月

）

三
月
十
九
日
）

▽
配
布
場
所
＝
・
市
役

所
・
各
支
所

申
込
受
付

受

付

期

間

…
三

月

十

日

采

）

十
九
日
エ
）

受
付
時
間
・・
・
午
前
九
時
～
午
後

四
時

受
付
場
所
・・
市

営
白
井
聖
地
公

園
管
理
事
務
所

（
印
旛
郡

白
井

町
平
塚
七
五
九

番
地
）

※
市
役
所
新
館

八
階
白
井

聖
地
公

園
建
設
事
務
所

（
仮
受
付
）

申
し
込
み

は
、
本
人

ま
た
は
家

族
に
限
り

ま
す
。

抽

選

》
日
時

…
三

月
二
十

四

日

采

）
、

芝
生
墓
地
＝
午
前
十
時

か
ら

、

普

通
墓
地
＝
午
後
一
時

か
ら

〉
会
場
＝
市
営
白
井
聖
地
公
園
管

理
事

務
所

抽
選
会
へ
の
参
加

は
自
由

で
す
。

結
果
は
、

後
日
通
知
し
ま
す
。

使

用
料
・
管
理
料
の
納
付

▽
期

間

…

三

月
二

十

五

日
（
金
）

～

四
月
十
五
日
（
金
）

※
当

選
者
に
は
、
納
付
書

を
郵
送

し

ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内

に

お
支
払

い
下

さ
い
。
支
払
方
法

は
、
一
括

払
い
と
さ
せ
て
い
た

だ

き
ま
す
。

抽
選
会

に
参
加

さ
れ
た
人
に
は
、

当
日

お
渡
し
し

ま
す
。

使
用
許
可

証
の

交
付

使
用

料
と
管
理
料
の
支
払
領
収

書

を
市

役
所
に
提
示
し
、
使
用
許

可
証

の
交
付

を
受
け
て
下

さ
い
。

本
人

ま
た
は
家

族
以
外
に
は
、

交
付

い
た
し

ま
せ
ん
。

墓
碑
な
ど
の
設
置
は

基
準
を
守
っ
て

使
用
許
可

証
の
交
付

を
受
け
、

工
事
施
行
届

け
を
提

出
す
れ
ば
、

墓
碑
な
ど
の
工
事

に
着
手

で
き
ま

す
が
、
工

事
を
実
施
す

る
と
き
は
、

墓
地
の
景
観
を
保
持
す

る
た
め
、

上
表

の
基
準
に
従
っ
て
下

さ
い
。

詳
細
・
＝
白
井

聖
地
公

園
建
設
事

務
所

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
卜
県
大
会

河
原
塚
中
・
和
田
君
が
最
優
秀

千
葉
県
地
方
法
務
局
と
千
葉
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人

権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め

の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
の

｝
環
と
し
て
、
相

手
の
立
場
を
考
え
た
豊
か
な
人
権

感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。

県
下
中
学
校
百
二
十
一
校
う

ち
松
戸
市
内

か
ら
九
校
）
か
ら
三

万
三
千
百
五
十
五

編
の
応
募
が
あ

り
、
審
査
の
結
果
左
記

の
と
お
り

表
彰
を
受
け

ま
し

た
。

〇
最
優
秀
賞
・
＝
「
高
齢
化

社
会
と

老
人
福
祉
」
河
原

塚
中

学
校
三

年

・
和
田
憲
弥
君

〇
優
秀
賞
…

『
も
う
少
し

、
勇
気

が
あ
っ
た
ら
』
小
金
南
中
学
校

二
年

・
浅
見
優
子
さ
ん

〇
佳

作

・
「
人

権

と

沖

縄

」

第
一

中

学

校

三

年

・

岩

見

有

さ

ん

詳

細

…

援

護

課

松
戸
保
育
所

難
病
相
談

専
門
医

が
お
受
け
し
ま
す

日

時

＝
・
二

月

二
十

五

日
（
木
）

午
後
一
時
三
十

分
～
四

時

会
場
・
＝
松
戸
保
健

所

対
象
・
＝
多
発
性
硬
化

症
・
重
症

筋
無
力
症

・
ス
モ
ン
・
筋
萎

縮

性
側
索
硬
化

症
・
脊
髄
小

脳
変

性
症
・
ウ
ィ
リ
ス
動
脈
輪
閉

塞

症
・

パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
・
再
生

不
良
性
貧
血

・
特
発

性
血
小
板

減

少
性

紫

斑

病

で
悩

ん

で

い

る
人
、
疑

い
の
あ
る
人

お
よ
び

そ

の
家
族
（
発
熱
・
食

欲
不

振
・

貧
血
・
出
血

・
痛

み
な
ど
の
症

状

が
あ

る
人

）

》
費
用
・
・・
無
料

》
申
込
み
…
電
話
で
二
月
二
十

日

）
ま
で

に
、
松
戸
保
健

所
予

防
課
特
定
疾
患
係

ま
た
は
保
健

指
導
課
保
健
堡
1
6
1－

２

１
２

１
番
へ

普 通 墓 地

芝 生 墓 地

墓石

台 石を

含 む ）

１基とし、高さは、盛土面から２ｍ

以内

墓誌・燈

ろうなど
高さは、盛土面から1.2m 以内

外 柵 高さは、盛土面から45厠以内

盛 土 高さは、園路面から35㎝以内

附属埋蔵

設備

位置は、境界から50㎝以上離し、深

さは、園路面から50㎝以内

植 栽
２本までとし 、高さは、盛土面から

２ｍ以内

そ の 他

（1） 墓石の正面を園路と平行にする

こと

○ 外柵 は、境界杭の内側に設置す

ること

（3）びゃくしん類（ィブキ、カィヅヵ

イブキ、タマイブキ等）を植栽し

ないこと

墓 石 １基とし、高さは45㎝以内

台 石
高さは15㎝以内とし、大きさはふだ石

の幅および奥行の範囲内

線香立

・花立
ふた石の上に設置するもの

その他

（1） すでに設置してあるものについて

は、その形状を変更しないこと

口） 墓石、台石、線香立、花立以外の

設備の設置および植栽をしないこと

「
お
か
し

い
、
し

ま
っ
た
」

迷
わ
ず
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は

市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
二
人
の
相

談
員
が
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
ベ
テ
ラ
ン
の
相
談

員
で
、
親
身
に
な
っ
て
、
相
談

に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。
困
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
は
、
図
書

・
1
6ミ
リ

フ
ィ
ル
ム

ー
ビ
デ

オ
な
ど
、
各

種
資
料

も
そ
ろ
え
て

い
ま

す
。

▽
場

所
・・
・
市
役
所
別
館
一
階

▽
相

談
時
間
・
・・
月
曜
日
～
金
曜

日

、
午
前
八
時
三
十
分
～
午

後
五

時

マ

電
話
・
亠
6
5
－
6
5
6
5

番

皆
さ
ん
、
ご
自

分
で
は
分
か
つ
て
い

る
つ

も
り
で
も
、
意

外
と
知
ら
な
い
こ

と
が
多
い
も
の
で

す
。

「
ま
さ
か

自
分

が
・
：
」
と
い

う
人

が

ほ

と
ん
ど
で
す

ね
。

悪

徳
商
法
の
手
日
は
巧
妙
で

、
種
類

も
増
え
て
い
ま
す
か
ら
、
気

を
つ

け
な

け

れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

世
の

中
、
う
ま
い
話
は
、
そ
ん

な
に

な
い
と
い

う
こ

と
で
す
。

相談員
河村 登志さん

あなたをねら

う甘いワナ

悪徳商法

市消費生活ｾﾝﾀｰの

相 談事例 から

松
戸
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
は
、
六
十
二
年
の
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
昨
年
十

二
月
末
ま
で
の
相
談
件
数
は
三
百
六
十
三
件
で
、
前
年
同
期
の
百
九
十
九
件
と
比
べ
て
、

八
二
％

も
増
え
て
い
ま
す
。

相
談
の
中
で
、
相
変
わ
ら
ず
多
い
の
が
悪
徳
商
法
に
関
す
る
も
の
で
す
。

法
の
網
の
目
を
く
ぐ
っ
て
、
次
々
と
新
し
い
手
口
を
考
え
出
す
悪
徳
商
法
の
セ
ー
ル

ス
マ
ン

は
、
巧
妙
な
話
術
で
あ
な
た
に
近
づ
い
て
き
ま
す
。
口
車
に
乗
っ
て
、「
気
が
っ

い
た
ら
大
損
害
」
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
十
分
注
意
し
ま
し
よ
う
。

今
回
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
代
表
的
な

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

悪
徳
商
法
の
被
害
に

あ
わ
な
い
た
め
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
商
法

ス
テ
ン
レ
ス
な
ベ
セ
ッ
ト

相
談
者
・
・
男

性

（
五
十
一
歳

）
会

社
員
、
奥

さ
ん
の
こ
と
で
相
談

相
談
内

容
＝
・「
塩

分
ひ

か
え

め
の

料
理
講
習
を

さ
せ
て
ほ
し

い
」

と
電

話
が
あ
り
、
翌
日
、
自
宅

で
料
理
実
習

を
し
た
。

そ
の
際
「
ほ

か
の
材
質

の
な

べ

は
有
害
で
あ

る
」
と
言

わ
れ
、

高
額
な
ス
テ
ン
レ
ス
な
ベ
セ
ッ

ト
の
購
入
契
約
を
し
て
し
ま
っ

た
。
契
約
解
除
し
た
い
。

契
約
金
額
…
三
十
九
万
七
千
三
百

円
ア

ド
バ
イ
ス
・
・・
ク

ー
リ

ン
グ

ー
オ

フ
期
間
内
な
の
で
、
内
容
証
明

郵
便
で
契

約
解

除
通
知
を
発
送

す
る
よ
う
に
助
言
。
そ
の
結
果

解
約

に
な
っ
た
。

「
成
人
病
を
予
防
す
る
料
理
講

習
会
」
な
ど
と
言
っ
て
も
、
結
局

な
ベ
セ
ッ
ト
を
買
わ
せ
る
の
が
目

的
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
和
服
や
「
プ

ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
が
良
く
見
え
る
下

着
」
な
ど
、
同
じ
よ
う
な
手
口
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
口
車
に
乗
せ

ら
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

霊
感
商
法

印
鑑

相
談
者
・
主
婦
（
三
十
歳
）

相
談
内
容
・
＝
占

師
に
、
運

が
悪

く

な
る
か
ら
印
鑑
を
購
入

す
る
よ

う
に

言
わ
れ
、
契
約
し
て
し

ま

っ
た
。
解

約
し
た
い
。

契
約
金
額
六
万
円

ア
ド
バ

イ
ス
・
＝
ク
ー
リ
ン
グ

オ

フ
期
間
内
で

あ
る
か
ら
、
契
約

解
除
通
知
を
送
付

す
れ
ば
、
解

約
で
き

る
こ
と
を
説
明

。
解
約

と
な
っ
た
。

「
無

料
で
手

相

を
見

る
」

な

ど

と
言

っ
て
近

づ
き
、
人
の
弱
み

に

つ
け
込
ん
で
高

い
印
鑑

を
買
わ
せ

ま
す
。
印
鑑
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、
数
珠
、

壺
、
釈
迦
塔
な
ど
、
だ
ん
だ
ん
と

高
い
物
を
買
わ
さ
れ
て
し
ま
う
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

中
に
は
、
六
百
万
円
を
超
え
る

釈
迦
塔
を
買
わ
さ
れ
た
事
例
ま
で

あ
り
ま
し
た
。

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト

商
法

英
会
話
教
材

相
談
者
・
：
女

性
（
二
十

一
歳
）
会

社
員

相
談
内
容
＝
・
電
話
勧
誘

を
受
け
、

会
員
権
を
無
料
で
提
供

す
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で

、
出

か

け
て
行

っ
た
ら
、
英
会
話
教
材

の
購
人

契
約
を
結
ば

さ
れ
て
し

ま

っ
た
。
支
払
い
困
難
の
た
め
、

解
約
し
た

い
。

契
約
金
額
六
十
二
万
四
千
四
百

ア
ド
バ
イ
ス
…
契
約
解
除
通
知
の

発
送
を
指
導
、
業
者
と
の
話
し

合
い
に
よ
り
、
信
販
会
社
へ
の

既
払
金
（
約
六
万
円
）
を
使
用

損
料
に
充
て
る
こ
と
で
合
意
解

除
と
な
っ
た
。

海
外
旅
行

に
安

く
行
け
る
な
ど

と
言

い
な
が
ら
、
裏

に
は
高
額

な

商
品
の
販
売

が
隠

さ
れ
て

い
ま
す
。

軽
い
気
持
ち
で
、
営
業
所

に
出

か
け
る
と
、
何
時
間

も
ね
ば
ら

れ
、

契
約
し
な

い
と
帰

れ
な
い
と
い
う

こ
と

に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

相
手
の
日
的

が
何

な
の
か
、
は

っ
き
り
さ
せ

る
こ

と
が
大
切

で
す
。

同
様
な
商
法
で
、

パ
ソ
コ

ン
、

会
員
権
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
な
ど
の

販
売

も
あ
り

ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ

セ
ー
ル
ス
化
粧
品

相
談
者
…
女
性
（
二
十
二
歳
）
会

社
員

相
談
内
容
・
＝
池
袋
の
路
上
で
声

を

か
け
ら

れ
、

あ
な
た
に
合
う
化

粧
品
を

つ
く
り

ま
す
と
言
っ
て

事
務
所
に
っ
れ
て
行

か
れ
た
。

「
本
来
な
ら
百
万
円

は
す
る
が
、

モ
ニ
タ
ー
に
な
れ
ば
二
十
四
万

円

で
い
い
」
と
言
う
の
で
契
約

し
た
。
高
額

で
あ
る
し
、
肌

に

合
わ

な
い
の
で
解

約
し
た
い
。

契
約
金
額
…
二
十
四
万
円

ア
ド
バ
イ
ス

…
ク
ー
リ
ン
グ

ー
オ

フ
期
間
内
な
の
で
、
内
容
証
明

郵
便
に
よ
る
契
約
解
除
通
知
の

発
送
を
指
導
、
解

約
と
な
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
く

だ

さ
い
」
、
「
映
画

は
好

き
？
」

大

き
な
駅
周
辺

、
繁

華
街
な
ど

で
、
こ
う
し
て
声

を
か
け
て
く
る

セ
ー
ル
ス

マ
ン
が
た

く
さ
ん
い
ま

す
。商

品

は
、
化
粧
品

、
会
員
券

が

多
く
、
夕
し
ン
ト

ー
モ
デ
ル
養
成

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

化
粧
品
は
、
高
額
で
多
量
に
買

わ
さ
れ
ま
す
し
、
会
員
券
も
い
ざ

使
お
う
と
す
る
と
、
利
用
価
値
が

少
な
い
も
の
で
す
。

路
上
で
呼
び
止
め
ら
れ
て
も
、

無
視
す
る
か
、
は
っ
き
り
と
断
り

ま
し
ょ
う
。

S
F
商
法

羽
毛
ふ
と
ん

お嬢さんたち、セールスマンの口車に乗らないで

相
談
者
・
主
婦
（
三
十
歳
）
、
七
十

一
歳

に
な
る
母

親
の
こ
と
で
相

談
相
談
内
容
…
母
が
無
料
の
ラ
ッ
プ

を
も
ら
い
、
会
場
に
行
け
ば
ポ

ッ
ト
と
掃
除
機
を
サ
ー
ビ
ス
す

る
と
誘
わ
れ
て
、
出
か
け
て
行

っ
た
。
最
終
的
に
は
雰
囲
気
に

の
み
込
ま
れ
、
羽
毛
布
団
の
購

入
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
。
高

額
な
の
で
解
約
し
た
い
。

契
約
金
額
六
十
万
円

ア
ド
バ
イ
ス
…
ク
ー
リ
ン
グ

ー
オ

フ
制
度
を
利
用
し
て
契
約
解
除

通
知
を
出
し
、
も
ら
っ
た
品
物

も
返
却
す
る
よ
う
に
指
導
。
解

除
と
な
っ
た
。

Ｓ
Ｆ
と
は
、
新
製
品
普
及
会
の

略
で
す
。

日
用
品
・
食
料
品
の
安
売
り
、

あ
る
い
は
商
品
の
説
明
会
と
い
う

名
日

で
人
を
集
め
、
閉
め

き
っ
た

場
内

で
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
商

品

を
買

わ
せ

る
の
で

、
「
催

眠
商

法
」

と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

最
初
は
、
卵
や
ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ
ー
な
ど
を
た
だ
同
然
の
価
格
で

販
売
す
る
た
め
に
、
後
で
売
り
つ

け

る
羽
毛

ふ
と
ん
な
ど
の
高
価

な

商
品
ま
で
安
い
と
錯
覚
し
が
ち

で
す
。

業
者

の
巧

み
な
話
術
に
の
せ
ら

れ
て
、
「
気
が
つ
い
た
ら
、
高
い
買

い
物

を
し
て

い
た
」
と
い
う
こ
と

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
の
よ
う

な
場
所

に
は
近
づ
か
な
い
方
が
、

無

難
で
し
ょ
う
。

か
た
り
商
法

器

火
器

相
談
者
談
者
・
：
主
婦
（
五
十
三
歳
）
相

相
談
内

容
・：
「
市
役
所

・
消

防
署

の
方

か
ら
来

た
」
「
消

火
器

を

備
え
な
い
と
、
法
律
違
反

に
な

る
」
と
販
売
員

が
言

う
の
で

、

購
入
し
て
し
ま

っ
た
。

契
約
金
額
一
万
五
千
八
百
円

（
全
額
支
払

）

ア
ド

バ
イ
ス
・・
代

金

を
全
額
支
払

っ
て
し
ま
っ
た
た
め

に
、

ク
ー

リ

ン
グ

ー
オ
フ

が
適
用

さ
れ
な

い
。
業
者
側
も
「
消
防
署

う
ん

ぬ
ん
」

は
言
っ
て

い
な
い
と
主

張
。
結
局
、
相
談
者
が
、
そ
の

ま
ま
購
入
す
る
こ
と
に
な
り
、

あ
っ
せ
ん
不
調
に
な
っ
た
。

公
的

機
関
が
訪
問
販
売
で
物

を

売

る
こ

と
は
、
決
し
て
あ
り

ま
せ

ん
。

ま
た
、
一
般
家
庭
で
消
火
器

を
設
置

す
る
義
務
も
あ
り

ま
せ
ん
。

消
火

器
の
ほ
か
に
も
、
ト
イ

レ

フ
ァ

ン
や
避
妊
具
、
最
近

は
電
話

機
な
ど
の
商
品
も
増
え
て
き
ま
し

た
。注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

は
、
そ
の
場
で
、
代
金
を
全
額
支

払
っ
て
し
ま
う
と
、
ク
ー
リ
ン

グ

ー
オ
フ
制
度
が
適
用
さ
れ
な
い

こ
と
で
す
。

契
約
は
慎
重
に

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
が
効
か
な
い
も
の
も

今
回
紹
介
し
た
事
例
の
ほ
か
に

も
、
ま
だ
ま
だ
、
た
く
さ
ん
の
悪

徳
商
法
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
主
婦
の
皆
さ
ん
に

気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
の
は

あ
て
名
書
き
や
フ
ー
プ
ロ
の
内
職

で
す
。

高
収
入
が
得
ら
れ
る
と
い
う
触

れ
込
み
で
も
、
実
際
に
は
、
ハ
ガ

キ
代
・
切
手
代
が
自
分
持
ち
だ
っ

た
り
、
高
い
講
習
料
を
払
い
、
フ

ー
プ
ロ
の
リ
ー
ス
契
約
ま
で
し
た

の
に
、
思
っ
た
よ
う
な
収
入
に
な

ら
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
て

い
ま

す
。

解

約
し
よ
う
と
し
て

も
、
リ
ー

ス
契

約
は
、
規
制
の
対
象
外

で
す
。

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
痩
身
美
容

や
学
習
塾

な
ど
、
商
品
で
は

な
い

役
務
契
約

も
、
ク
ー
リ
ン
グ

ー
オ

フ
が
効

き
ま
せ

ん
。

契
約

を
す
る
と
き
は
、
よ
く
考

え
て

か
ら
し

ま
し
ょ
う
。

詳
細
・・
・
消

費
生
活

課
消
費
生
活

係

消
費
者
を
守
る
ク
ー
リ
ン
グ

ー
オ
フ
制
度

突
然
や
っ
て
き
た
セ
ー
ル
ス

マ
ン
の
売
り
込
み
に
負
け
て
契

約
し
て
し
ま
っ
た
が
、
後
で
考

え
た
ら
必
要
な
か
っ
た
。

こ
ん
な
と
き
、
消
費
者
を
守

る
た
め
に
あ
る
の
が
「
ク
ー
リ

ン
グ

ー
オ
フ
」
の
制
度
で
す
。

契
約
を
し
た
日
を
含
め
て
七

日
以
内
に
、
解
約
通
知
を
す
れ

ば
、
違
約
金
な
し
で
、
契
約
解

除
さ
れ
ま
す
内
容
証
明
郵
便

が
最
適
で
す
）
。

た
だ
し
、
代
金
を
全
額
支
払

っ
た
場
合
や
、
使
用
し
て
し
ま

っ
た
消
耗
品
（
化
粧
品
な
ど
）

に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
法
律
で
指
定
さ
れ
て

い
な
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、
リ
ー
ス

ー
レ
ン
ク
ル
な
ど

の
商
品
の
販
売
で
な
い
場
合
に

も
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

ご
注
意
下
さ
い
。

※ 用 紙 は ３ 部 複 写( 市 販 の 用 紙 が 便 利)

はり・灸（きゅう）・

マッサ ージ施術奉仕

日時…２月28 日(日)午前９

時30分～午後３時

会場…市身体障害者福祉セン

ター( 総合福祉会館内)

費用…無料

申込み…２月15 日(月)まで

に、往復ハガキに住所･氏名･

年齢・電話番号・希望施術名

を書き、〒271 松戸市上矢切

299一１総合福祉会館内身体

障害者福祉センターへ

詳細…松戸市視覚障害者協会

・佐倉a  87―3429番

赤十字家庭看護法・

老人看護法の講習会

日時…①基礎看護法２月15

日(月)～17 日(水) ②老人看

護 法 ３月14 日(月)～16 日

(水)､いずれも午前10 時～午

後４時

必ず全日程出席のこと

会場…成田赤十字病院

定員…①20 人②30 人( 基磯

看護法を受講済みの人)

費用…テキスト代100 円

申込み…電話で、成田赤十字

病院医療社会事業部容0476

一22一回11 内 線 加9 番 へ

通行量調査の

アルバイト募集

日 時 …2 月28 日（日）･29日

月）午前８時～午後７時

場所…松戸駅周辺

アルバイト料･‥･1日6,000円

（交通費含む）

･定員…119 人（先着順）

ただし、２日間とも勤務可能

な学生（高校生不可）

申込み…電話で松戸商工会議

所a  64―31] 1番へ（月曜～金

曜日の午前９時～午後４時）

千葉県国際化県民講座

時 間 内 容 講 師

2/15

回

午後
１時～
１時20分 知事あいさつ 沼田県知事

１時20分～
２時40分

日本人と国際社会 上智大学教授・グレゴ
リー・クラーク氏

２時50分～
４時10分

日本の国際化とは
評論家・
大宅映子氏

16

㈲

午前10時40
分～正午

国際化時代と外国
語学習

神田外語大学教授・
佐々木輝雄氏

午後１時～
２時20分

最近の国際情勢 外務省国内広報課長・
上野景文氏

２時30分～
３時50分

民間交流のすすめ 成田市ユネスコ協会・
橋本?寿奈氏

会場…県文化会館ホール

･対象…千葉県民

･定員…300人（先着順）

･費用…受講無料

･申込み…往復ハガキで､〒260-91 千葉市市場

町１－１千葉県企画部広報県民課国際化推進

班(S0472 ―23-2251 番）へ

環 境 月 間

ポスター･作文･標語を募集

規格…ポスター＝たて54  cm

横38  cm (画用紙四ツ切り）、

作文=  400字詰め原稿用紙

10 枚以内、標語こハガキで

内容…ポスター・作文＝環境

保全に関するもの。標語＝空

き缶・空きビンなどの散乱防

止と家庭雑排水などによる

川・湖・海の汚濁防止に関す

るもの

対象…県内小・中・高生と県

民

申込み… ２月15 日（月）ま

でに郵送で､〒260―91千葉中

丸郵便局私書箱40 号県庁環

竟部 環 境 調整 課(a  0472

-23-4647 番）へ

やめよう違法駐車

こどもの育成

指導者養成講座

期 日 内 容

2/10(水) 折り紙実習

12働 余暇指導

15(月) こどもの心理

16(火)
レクリエーション

(歌唱指導)

18(木) 人形劇製作実習

19廊
レクリエーション

(ゲーム)

時間…午後２時～４時（10日

だけ午後１時から）

会場…市役所本館２階大会議

室ほか

定員…50人（先着順）

申込み…電話でこども課管理

係へ

第１回首都圏

おもちゃの図書館交流会

日時…２月21 日(日)午前10

時～午後３時

会場…松戸市社会福祉協議会

ボランティア室( 本町14－ 2

松戸第一生命ビル内)

内容…千葉県・埼玉県・東京

都内のおもちゃの図書館の取

り組み紹介と交流、ユニーク

な実験、身近なテーマの話し

合い

定員…100 人(先着順)

費用…無料

詳細…社会福祉協議会容68

－0503 番

親と子が

日に一度は話し合い

県老人大学校

東葛飾学園浅間台校舎

対象…市内在住の60 歳以上

(昭和３年４月１日以前生ま

れ)の人

定員…総合福祉科70 人､生活

科学科30 人、園芸科70 人

費用…無料( 教材費等実費)

公団賃貸住宅入居募集

所在地…松戸市小金原９丁目

１－１

募集戸数…42戸(3  LDK･

全戸南向き)

募集期間･･･２月６日(土)～15

日(月)

家賃…69,500 円から

入居‥･４月上旬

詳細…住宅・都市整備公団住

宅募集センター松戸案内所

a 67-5221 番

申込み…２月22 日(月)[消印

有効] までに、東葛飾支庁社

会福祉課または市ながいき

課、各老人福祉センターに備

え付けの入学願書を、〒280千

葉市仁戸名町666- 2 県老

人大学校事務局へ郵送

詳細…東葛飾支庁社会福祉課

a  61―2111内線156 番

小金高校吹奏楽部

第10回定期演奏会

日 時…２月13 日(土) 午 後 ４

時開場、 ４時30 分 開演

会場…市民会館

曲目 … ジェイ ガ ー｢ 第 ２ 組

曲」、ルイス･プ リマ｢ ジンク･

ジンク･ ジンク｣、 シベリウス

｢交 響曲第２番｣

費用…入場無料

詳細 …小 金高 校 ・福井登41

―4155 番



歯を
大
切
に

入
れ
歯
は
一
体
何
年
も
つ
で
し
ょ
う
？

「
こ
の
入
れ
歯
は
何
年
ぐ
ら
い

も
ち
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
を
よ

く
受
け
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
歯

科
医
は
、
患
者
さ
ん
の
期
待
に
応

え
ら
れ
よ
う
な
返
事
を
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
そ
の
質
問
が
歯
科
医

に
は
、
入
れ
歯
を
何
か
品
物
と
し

て
み
て
い
て
、
耐
用
年
数
を
尋
ね

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
聞
こ
え
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。

歯
科
医
に
と
っ
て
、
入
れ
歯
は

患
者
さ
ん
の
体
の
一
部
と
思
っ
て

作
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
す
か

ら
、
入
れ
歯
を
洗
濯
機
や
車
と
同

じ
よ
う
に
品
物
と
し
て
考
え
る
こ

と
は
無
理
な
の
で
す
。

入
れ
歯
も
、
ご
自
分
の
体
と
同

じ
く
大
切
に
扱
い
、
手
入
れ
を
よ

く
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
長
持
ち
す

る
こ
と
は
確
か
で
す
。

長
持
ち
さ
せ
る
た
め
の
コ
ツ
は
、

第
一
に
健
康
で
あ
る
こ
と
。
口
の

中
も
身
体
の
一
部
で
す
か
ら
、
大

き
な
病
気
に
か
か
る
と
、
囗
の
中

が
変
化
し
て
、
入
れ
歯
が
合
わ
な

く
な
り
ま
す
。

次
に
、
手
入
れ
を
よ
く
す
る
こ

と
で
す
。
入

れ
歯
そ

の
も
の
の
手

入
れ
は
当
然
で
す

が
、
残
っ
て
い

る
自
分
の
歯
の
手
入

れ
や
、
歯
ぐ

き
や
粘
膜
を
清
潔

に
す
る
こ
と
で

す
。最

後
に
、
定
期
検
診

を
続
け
る

こ
と
で
す
。

定
期
的
に
、

囗
の
中

の
状

態
を

点
検
し
て

い
れ
ば
、
虫
歯

を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

囗
の
中
に

変
化

が
お
き
て

い
れ
ば
、

そ
の
対

応
策
を
講
じ

る
こ
と

が
で

き
ま
す
。

（
松
戸
歯
科
医

師
会
）

便利

な自

転車

を

きらわれ者に

しないため

知らない放置自

転車

ほ ん の/ひし の 配 慮の な さ が 大き な 迷 惑 にな り ます

便利な

豆知識

歩
道
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
の
た
め
に
、
歩
行
者

が
車
道
を
通
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、
道

路
に
無
造
作
に
置
か
れ
た
自
転
車
の
た
め
に
、
車
が

立
ち
往
生
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
マ
ナ
ー
を
無
視
し
た
放
置
自
転
車
の
対

策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

市
で
は
、
放
置
自
転
車
を
な
く

し
、
良
好

な
都
市
環
境
と
、
市
民

生
活
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、

市
内
各
駅
周
辺

に
自
転
車
駐
車
場

を
整
備
し
て

い
ま
す
。

自
転
車
駐

車
場
（
市

営
は
無
料
）

は
、
市
内

五
十
ヵ

所
に
設
置

さ
れ
、

約
三
万
八
千
台
の
収
容
能
力
が
あ

り
ま
す
が
、
現
在
も
新
た
に
二
力

所
に
建
設
中
で
す
。

駅
ま
で
遠
く
、
他
の
交
通
手
段

の
な
い
人
た
ち
に
と
っ
て
、
自
転

車
は
、
大
変
便
利
で
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
乗
り
物
で
す
。

し
か
し
、
自
転
車
駐
車
場
を
効

果
的
に
利
用
す
る
た
め
、
駅
ま
で

徒
歩
で
も
通
え
る
地
域
の
人
は
、

健
康
の
た
め
に
も
歩
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
現
在
市
内
の
駅
周
辺
十

二
ヵ
所
の
公
道
（
歩
道
を
含
む
）

上
が
、
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に

な
っ
て
い
ま
す
。

放
置
自
転
車
は

強
制
徹
去
し

ま
す

自
転
車
駐
車
場
に
長
期
間
放
置

し
た
り
、
自
転
車
放
置
禁
止
区
域

に
放
置
す
る
と
、
強
制
的
に
徹
去

し
、
市
内
二
ヵ
所
の
自
転
車
保
管

所
で
一
時
お
預
り
し
ま
す
。

身
分
証
明
書
と
印
鑑
を
持
っ
て

必
ず
引
き
取
り
に
来
て
下
さ
い
。

（
移
送
保
管
料
と
し
て
千
円
を
い

た
だ
き
ま
す
。）

増
え
る
盗
難
事
故

最

近
、
多
発

し
て

い

る
の
が
、

自
転
車

の
盗
難

事
故
で
す

。

原
因

を
調

べ
て
み
る

と
、
自
転

車

を
、
ど
こ

に
で
も
平
気

で
置
い

た
り
、
防
犯
対

策
を
施
し

て

い
な

か
っ

た

こ

と
が

原
因

と

な
っ

て

い
る
こ

と
が
多

い
よ

う
で
す

。

自
転

車

小

売
店

で

防

犯

登
録

を
し
た
り

、
カ
ギ
を
前

後

に
一

つ

ず
つ
付
け

た
り
、
市

民
ぐ

る
み
で

盗
難
予
防

を
し

ま
し
ょ
う

。

自
転

車
を
、
み
ん
な

に
愛

さ
れ

る
便
利

な
乗
り
物

と
し
て

、
マ
ナ

ー

を
守

っ
て
利

用

し
ま
し

ょ

う
。

▽
詳
細
・
＝
安
全

課
安
全
係

ハイこちら内線

600番 7
7
1
2

人

が

大
人
の
仲
間

入
り

（
松
戸
市
成
人
式
）

松戸市成人式が、１月15 日に、市民会館大ホールで開催されました。

今年の県内の新成人は、過去最高の86,000 人余りで、本市では、

7,712 人が大人の仲間入りをしました。

会場では、来賓や先輩の言葉に聞きいる人や、しばらく会えなかっ

た友達同士で話に興じている人も多く見うけられました。

式典は３回に分けて行われましたが、入れ替えの時には、会場前に

新成人たちがあふれ、若々しい熱気に充ちていました。

秋

松及田
山

下川村

千千真
代江弓 ＿
甘 昌

んん　と

成
人
式
を
迎
え
た
こ
と
で
、
気

持
ち
の
上
で
特
に
大
き
く
変
わ
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
責
任
感
は
今
ま

で
よ
り
は
し
っ
か
り
持
だ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
は
思
い
ま
す
。

振
り
そ
で
は
思
っ
た
よ
り
着
や

す
か
っ
た
で
ず
。
背
筋
が
ピ
ン
と

伸
び
て
、
い
い
で
す
ね
。

紹

介

し

ま

す

郷

土

自

慢

料

理

私
の
故

郷
は
信
州

の
蓼

科
で

今
は
一
面

の
雪
の
中
で
す
。

正
月
料

理
の
ひ

と
つ
と
し

て
、

け

ん
ち
ん
汁

が
あ
り
ま

す
。
け

ん

ち
ん
汁
が
出

な
い
と
正
月

が

始

ま
ら
な

い
く
ら

い
、

み
ん
な

で

よ
く
食

べ
ま
す
。

風

習
と

い
う
も
の
で

し
ょ
う

か
今

で

も
、
正

月

に

は
け

ん
ち

ん
汁
を
出
し
家

族
で
食

べ
ま
す
。

材
料

＝
・
豆

腐
・
コ

ン

ニ

ャ

ク
・
油

あ
げ
・
干

し

シ
イ

タ

ケ

ー
ゴ
ボ
ウ

ー
ニ
ン
ジ
ン
・
大

根
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
ー
ネ
ギ

マ
作
り
方

…
①
豆
腐

は
ふ
き
ん

に
包
ん
で

荒
く
ほ

ぐ
し
水
切

り
を
す

る
②
コ
ン

ニ
ャ
ク

は

短
冊
切
り

に
し
て

ゆ
で

る
③

ゴ
ボ
ウ
も
短
冊
切
り
に
し
て

ア
ク
抜
き
を
す
る
④
干
し
シ

イ
タ
ケ
も
も
ど
し
て
短
冊
切

り
に
す
る
⑤
油
あ
げ
は
油
抜

き
し
、
細
切
り
に
す
る
⑥
二

ン
ジ
ン
・
大
根
も
短
冊
切
り

に
す
る
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
さ

い
の
目
切
り
に
す
る
⑦
ナ
ベ

に
油
を
入
れ
て
、
②
・
③
・

④
・
⑥
を

い
た

め
る
⑧
四

～
四
・
五
カ
ッ
プ
の
ダ
シ
汁

を
加
え
て
⑤
も
入
れ
て
煮
る

⑨

十
分
火
が

通
つ
た
ら
し

ょ
う
油
大
サ
ジ
ニ
～
三
杯
を

加
え
、
塩
小
さ
じ
一
杯
も
加

え
味
つ
け
し
、
最
後
に
豆
腐

を
加
え
煮
込
む

正月料理にかかせない

信 州 の け ん ち ん 汁

金ヶ作 佐藤　良子さん

こ
こ
は

皆
さ
ん
の
コ
ー
ナ

ー
で

す
。
郷
土
の
自
慢
料

理
（
身
近

な
料
理
で

も
可
）

を
広
報
課
ま
で

連
絡
し
て
下
さ
い

。
直
接
お

宅
へ

お
伺
い
し

ま
す
。

ま
つ
ど
の
歴
史

千

葉
頼
胤
の
居
館

が
ニ

ツ
木

に
」

前
回
紹
介
し

た
下

総
国
を
代
表
す

る
豪
族
千

葉
氏

の
居
館

は
、
松
戸

に

も
あ

っ
た
は
ず
で

す
が
、
い
っ
た

い

ど
こ

に
あ

っ
た
の
で
し

ょ
う
。

室
町
末
期
の
「
鎌
倉
大
草
紙
」
は

「
太
平
後
記
」
と
も
い
わ
れ
る
軍
記
で

す
が
、
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
り
ま
す
。

「
…
六
代
頼
胤
の
時
、
総
州
小
金

に
居
住
す
。
此
の
時
、
鎌
倉

極
楽
寺

り
ょ
う
か
ん
し
ょ
う
に
ん

の
良
観
上
人
を
請
じ
て
、
小
金
の

だ
い
に
ち
じ

ま
ば
し
と
い
う
所
に
大
日
寺
を
建

立
し
て
、
頼
朝
公
よ
り
代
々
の
将
軍

並
に
千
葉
一
門
の
菩
提
を
祈
る
…
」

こ
れ
を
見
る
と
、
小
金
に
頼
胤
の

居
館

が
あ

っ
た
こ
と

が
分

か
り
ま
す

な
お
、
大
日
寺
と
い
う
の
は
、
馬
橋

の
萬

満
寺
の
前
身
で

す
。

ニ

ツ
木

の

蘇
羽

鷹

神

社

萬
満

寺
の
東
北
九
百
び
の
ニ

ツ
木

向

台

に
、
千

葉
氏
一

族
の
守

護
神

で

あ
る
蘇
羽

鷹
神

社
が

あ
り

ま
す
。

し

か
も
同

様
の
お
宮
は
、
東
葛
飾
地

方

に
は
こ

こ
だ
け
し
か
あ
り
ま
せ

ん

県
内

の
資
料

に
よ
る
と
、「
そ
ば

た

か
神
社
」

は
、
佐

倉
市
・
成
田
市
な

ど
数
カ
所
あ
り
、
そ
の
大
部
分
の
周

辺

に
は
、
千

葉
氏

関
係
の
重
要
な
中

世
城
郭

が
あ
り
ま
す
。

萬
満
寺

と
蘇
羽

鷹
神
社

を
結
ん
だ
ニ
ッ
木
台
地
一

帯

に
は
、

上

ノ
台
と

か
、

た
て
や
ま
さ
く
だ
い

立
山
、
作

台
な
ど
、
城
館

跡

に
関
係

あ

る
の
で
は
な

い
か
と
思

わ
れ

る
字
名

が

残

っ
て

い

ま
す
。

つ

ま

り
、
「
立

山

」
の

「
立
」
は
「
館
」
に
通

じ
ま

す
し
、
「
作
台

」
と
は
「
柵

台

」
で
あ
っ
た

か
も
し

れ

ま
せ
ん
。

ま
た
作
台
の
隣
り
に
あ
る
三
ヶ
月

と
い
う
地
名
は
、
千
葉
氏
の
紋
ど
こ

ろ
で
あ
る
三
日
月
か
ら
起
こ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

御
神
体
は
鋳
鉄
製
人
像
神

蘇
羽
鷹
神
社
は
、
ニ
ツ
木
村
の
鎮

守
と
し
て
は
奇
妙
に
集
落
の
あ
る
台

地
と
隔
た
っ
た
、
全
く
別
の
台
地
上

に
あ
り
、
こ
の
社
だ
け
が
ぽ
っ
ん
と

集
落
を
背
に
し
て
、
南
向
き
に
鎮
座

し
て
い
ま
す
（
現
在
の
新
社
殿
は
東

向
き
に
な
っ
て
い
ま
す
）。

ま
た
、
同
社
の
御
神
体
は
、
身
長

二
十
五
㌢
の
鋳
鉄
製
人
像
神
と
い
う

め
ず
ら
し
い
も
の
で
、
こ
の
種
の
も

め
は
、
古
来
か
ら
そ
の
地
域
の
禍
災

を
除
き
、
浄
域
を
求
め
る
た
め
に
鎮

物
と
し
て
埋
納
さ
れ
た
り
、
捧
げ
ら

れ
た
り
し
た
よ
う
で
す
。

以
上
い
く
っ
か
の
事
柄
か
ら
、
頼

胤
の
居
館
が
、
こ
の
ニ
ツ
木
台
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。（参
考
資
料
・
松
下
邦
夫
著
「
松

戸
の
歴
史
案
内
」
）

昭和55年に建立された蘇羽鷹神社新社殿



サ
ー
ク
ル

松
戸
大
正
琴
の
会

松
戸
大
正
琴
の
会
は
、
昭
和

五

十

八
年
に
結
成
し
ま
し

た
。

会
員
は
現
在
五
十
人

い
ま
す
。

初
級
と
上
級
に
分

か
れ
て
月

に
二

回
活

動
し
て

い
ま
す
。

大
正

琴
は
、
そ
の
名

の
通
り
大

正

初
期
に
で
き
、
五
弦

か
ら
か
も

し

だ
さ
れ
る
音
色
は
、
日
本
人

の

心
に
感
銘
を
与
え

る
楽
器

と
し

て
、

最
近
で
は
静
か
な
ブ

ー
ム
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ど
こ
で
も
場
所
を
取
ら
ず

に
演

奏
で
き
る
の
も
利
点
で

す
。

曲
目
も
童
謡
、
唱
歌
、
流
行

歌
、

民
謡
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、

ク
ラ

シ
ツ

ク
と
豊
富
で
す
。

み
ん
な
で
合
奏
し
て
弾
く
こ
と

も
と
て
も
楽
し
く
、
会
で
は
年
に

二
、
三
回
、
会
場
を
借
り
て
無
料

演
奏
会
を
開
い
た
り
、
老
人
ホ
ー

ム
で
演
奏
し
た
り
と
活
動
し
て
い

ま
す
。
大
正
琴
は
、
指
先
と
頭
の
体
操

に
も
な
り
健
康
に
も
い
い
そ
う
で

す
。と
に
か
く
、
親
睦
を
は
か
り
な

が
ら
楽
し
く
演
奏
を
し
て
、
聞
い

た
人
か
ら
も
喜
ば
れ
る
よ
う
に
と

み
ん
な
で
ガ
ン
バ
ッ
テ
い
ま
す
。

八
ヶ
崎

西
村
　
冶
子
さ
ん

大
正
琴
は
、
手
頃

な
値
段
で
楽

し
め
、
曲
目

も
多
く
弾
け
る
こ

と

か
ら
、
最
近
で
は
始

め
ら
れ
る
人

方

多
く
な
っ
て

き
た
よ
う
で
す
。

初
め
て
の
人
で
も
、
二
、
三
回

通
え

ば
な
ん

と
か
弾

け
る
よ
う
に

な

る
と
思
い

ま
す
。

あ
な
た
も
楽
し

く
交
流
し
て
み

ま
せ

ん
か
。

連
絡
先
・
：
西
村
四
４２
－

１
０
０

０
番

心にしみる音色が部屋中にひろがります

わたしのさ

んぽみち
ハトとふれあえる公園

私

は
も
う
八
十
年
近
く
も
松
戸

に
住

ん
で
い
る
ん
で
す
。

こ

の
周
り
も
随
分
景
色

が
変
わ

り
ま
し
た
。
昔
は
た
ん
ぼ
と
畑
し

か
な
か
っ
た
の
に
。

家

が
こ
の
公
園
の
隣
な
の
で
、

毎
日
一
～
二
回
は
こ
こ
へ
来
て
野

バ
ト

に
エ
サ
を
や
っ
て

い
ま
す
。

去
年
ま
で
は
五
～
六
羽
く
ら
い

し
か

い
な
か
っ
た
の
に
、
今
で
は

七
十
羽
も
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
い
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
公
園
の
周
り
に
は
、
ず
う

っ
と
山
つ
つ
じ
が
植
え
て
あ
っ
て

春
に
な
る
と
そ
り
や
あ
見
事
な
眺

め
で
す
よ
。

時
々
足
を
の
ば
し
て
、
江
戸
川

ま
で
釣
り
を
し
に
も
行
き
ま
す
。

早
く
暖
か
く
な
る
と
い
い
ね
。

散
歩
の
時
間
も
長
く
な
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
所
に
足
を
運
べ
る
か
ら

待
ち
ど
お
し
い
で
す
よ
。

本町

木村　金之助さん

たくさんのハトガ集まってきます

心の交流が

あったかい
一人ぐらし

老人ふれあい会食会

市社会福祉協議会は、独り暮らしで、

70 歳以上のお年寄り の交流の場とし

て、「一人ぐらし老人ふれあい会食会」

を行っています。昨年の10 月 から、月

１回の日程で、市内３ヵ 所の会場で開

かれてきました。

１月の昼食会は、13 日( 水) 市民会館

で行われました。集まって来たお年寄

り は、まるで昔からの友人のようです。

手作りの昼食をとる時には社会福祉

協議会の職員とボランティアの人たち

も加わり、とても和やかなものでした。

昼食後には、「ぬり絵」をして、誰も

が、この懐しい遊びに興じていました。

以
前
、
小
豆
島
へ
行
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の
出
身

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
二
人

い
ら
し
た
ん
で
す
。
話
ガ
は
ず

ん
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

そ
れ
が
初
め
て
来
た
時
の
こ

と
で
、
そ
れ
か
ら
毎
回
来
て
い

ま
す
。
と
て
も
い
い
催
し
で
、
感
謝

し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

松戸 鴻巣千枝にぬり絵に皆さん熱中していま寸

サ
ー
ク
ル
会

員
募
集

松
戸
女
性
洋
画
（
油
絵
）

日
時
…
第
一
・
三
水
曜
日
、
午
後

一
時
～
四
時

会
場

…
市
民
会
館

費
用
・
：
月
二
千
円
（
入
会
金
千
円
）

詳
細
・
＝
橋
本
四
4
1
1
8
8
1
4

番

松
戸
青
年
ペ
ン
習
字

日

時
…
第
二
・
四
水
曜
日

、
午
後

六
時
三
十
分
～
八
時
三
十

分

会
場
…
市
民
会
館

費
用
・
：
月
千
五
百
円

（
入
会

金
千

五
百
円
）

詳
細
…
譲
原
｛
一一
４２
－
7
2
6
1

番

第
九
練
習
会

日

時
・
：
毎
月
第
一
・
三
金
曜
日
、
午

後
六
時
三
十

分
～

八
時
三
十
分

会
場
：
勤
労
会
館
ま
た
は
婦
人
会

館定

員
…
二
百
人

費
用
・
：
月
千
円
（
入
会
金
な
し
）

詳
細
…
浅
山
四
６２
－
4
5
6
4

番

新

樹
俳

句

会

日

時
・：
毎

月
第

三

土

曜
日

、
午
後

一

時
～

四

時

三
十

分

会
場

＝
・
勤

労
会

館

費
用

…

月

七
百

円

詳

細

＝
・
池

松

一`
8
5
1
0
<
£
>
<£
>　
｣Ｏ
番

（
午

後

六
時

以

降

）

松

飛
台

空

手
道

日

時

…

毎

週

月

・
水

曜

日

、

午

後

七

時

～

九

時

会

場

…

松

飛

台

市

民

セ

ン

タ

ー

費
用
…
月
二
千
円
入
会
金
三
千

円

）

対

象
・
・
小

学

生

以

上

詳

細

…

植

田
｛
１
８８
－
1
3
7
0

番

Ｂ
Ｕ

Ｔ

Ｏ
Ｈ

「
風

組

」

（
リ

ズ

ム

ダ
ン

ス

）

日

時
・
：
毎

週

木

曜

日

、

午

前

十

時

～

正

午

会
場
・
・
扁

橋

市

民

セ

ン

タ

ー

会
費
・
：
月

二

千

円

入

会

金

千

円

）

詳
細

…

森

脇
｛
１
４５
－
6
8
0
2

番

市民

会館

ホー

ル市

民劇

場

今月の

おもな

催し物

（
昨
年
の
ロ
ッ

ク
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
）

場
内
が
ロ
ッ

ク
一
色
に
染
ま
り
ま
す

市民 会館ホール

期日 内 容 開

園

時

間

2/7

(日)

コ ールメイ

ジョ イント コン サ～卜 ☆
14 : 00

13

圉

小金高吹奏楽 部

第10 回定期演奏会
16 : 30

14

(日)

流山東 高吹 奏楽部

第１回 定期演奏会
17 : 00

20

圉

劇団こぐ ま座ぬいぐ るみ

人形劇　　　　　　　 ☆

｢ みにく いあひる の子｣

14 二00

21

臼

平和 都市宣 言３周年

記念 講演会

一 講師　フフブネ ス・チャ

ンさん

14 : 00

23

(火)
同 和問 題講演会 13 : 00

市 民 劇 場

期日 内 容 開演
時間

2/6

圉

吹奏 楽演奏会 14 : 00

ピフフノ発表会 18 : 00

７

(日)
ピフフノ発表会 13 : 00

10
冰）
梅壇幼稚園
お 遊戯会

9 :30

11
困

ピフノ発表会 10 : 00

ピフ ノ発表会 14 二00

13
圉
みどり 幼稚園
卒匳発表会

9:30

14
(日)
音楽（ピアノ･エレクトー
ン ・バイオリ ン） 発表 会

10：00

20
山
第９回ピ ックバンド
コン サート　　　　　 ☆

18 : 30

21
(日)
バイオリ ン発表 会 14 : 00

23
(火)
荘村清志ギター　　　 ☆
リ サイタル

19 二00

24
(水)

厠母子衛生研究会

講演会
13 : 00

25
困
バレエ 発表会 18 : 00

27
出
ピ アノ公開レ ッスン 大会

☆
13 二30

28

(日)

ピ アノ・エレ クト ーン 発

表 会
12 : 00

市民会館・市民劇場とも、休館日は月曜日です。なお、☆

印のついている催し物は有料です。

詳細‥ｌ市民会館登68-1237 ～9 番、市民劇場登68-0070 番



モーツァルトコンサート

チケッ卜好評発売中

日時･‥３月12日(土)午後３時

開演

会場…市民会館

演奏…ニューフィルハーモニ

ーオーケストラ千葉( 指揮・

山岡重信、ホルン・千葉醫)

入場料…大人1,500円、子ど

も1,000円( 全席指定席)

チケット…財団事務局( 社会

教育課内)･市民会館・青少年

会館･婦人会館･市民劇場で販

売しています。

詳細…(財)松戸市文化振興財

団容64―9191番

松戸市書道展

会 期 … ２月16 日（火）～28 日

（日）〔22日 を除く〕午前10 時

～午後６時（28 日は午後４時

まで）

会場…文化ホール

部門…漢字、かな、近代詩文、

てん刻、刻字

呪格…小画仙紙半折以内（て

ん刻 は30 cm  x 39 cm 、刻 字

100 cmX45 cm）

申込み…２月13 日（土）午前10

時～午後４時30分の間に、作

私を会場へ搬入して下さい。

詳細…社会教育課市民文化係

松戸史談会

金ヶ作から中金杉までの

七福神めぐり

日時…２月７日(日)午前10時

に常盤平駅北口集合〔雨天の

場合は11日(祝)に延期〕

行き先…祖光院(恵比寿･大黒

天)、円能寺(寿老人)、金谷寺

(毘沙 門天)、福昌寺( 布袋

尊)、常眞寺(福禄寿)、広徳寺

(弁財天)。徒歩約13km 6 時間

(休憩を含む)

費用…１人300円( 昼食持参、

交通費自己負担、資料配布)

申込み…当日集合場所で

詳細…神尾Q41 ―2458番

野鳥観察会

一明治神宮－

日時…２月14日(日)午前７時

55分松戸駅東ロデッキ上集合

会場…明治神宮

内容…オシドリ・アオジ・カ

ワセミほか

持ち物…筆記具・観察用具・

防寒具

申込み…電話で、公園緑地課

小鳥を呼ぶ係へ

フォーレ「レクイエム」

日時…２月７日(日)午後２時

開演

会場…市民会館

出演…指揮・河野正幸、ソプ

ラノ・小泉恵子、バリトン・

斉藤明夫、演奏・ガブリエル

フォーレ楽奏団・合唱団

定員…1,200人

費用…入場料700円

詳細…コール・メイ・大久保

S64 ―6660番

青年講座

青年のための

社交ダンス初心者講座

日時…２月16日～３月29日の

毎週火曜日、午後７時～９時

会場…常盤平市民センター

内容…ブルース、ルンバ、ジ

ルバ、マンボ

費用…教材費1,000円

対象…18歳～25歳の男女

定員…男女各20人(先着順)

講師…松戸青年社交ダンスサ

ークル会員

申込み…電話で社会教育課青

少年婦人係へ

もよ

おし

もの

ＨＲ．松戸話し方教室

日時…２月12 日・19 日・26

日、３月４日・11日・18日・

25日、４月１日の各金曜日、

午後６時30分～８時50分

会場…馬橋市民センター

講師…千葉大学教授・金光達

太郎氏

費用…6,000円(テキスト代を

含む)

申込み…電話でＨＲ．松戸話

し方研究会・田村S45 ―8150

番へ

サークルオブマザー講演会

｢子供の能力を育てる｣

期日 …２月５日(金)・７日

(日)・８日(月)

会場…常盤平団地中央集会所

ほか

費用…テキスト代300円

詳細…(社)倫理研究所・蓮井

Q43 ―4686番

障害者に理解を

心のふれあいを大切に

第16回松戸市母親大会

時 間 内 容

全体会
午前10時

～正午

記念 講演

｢女に生まれてよかつた｣

－わたしの生きてきた道･

怒りと苦しみのあとに－

憲法を守る婦人の会代衷幹事

寿 岳 章 子 氏

問題別

集 会

午後1 時

～４時

教育･福祉･平和･

くらし

まとめの

全体会

午後4時15分
～4時45分

スポーツ

野球場利用チームは

登録申請を

運動公園と江戸川河川敷野球

場の土・日・祝日の貸し出しは。

登録チームによる公開抽選で決

定してい ます。希望するチーム

は登録をして下さい。

i〉対象…メンバーの６割以上が、

市内在住・在勤者のチーム

f〉申込み…直接、 ２月６日(土)

～25 日(木) に 運動公園内市民

スポーツセンター(063 ―92

41 番) か社会体育課へ

硬式テニスナイター教室

日 時 … ４月～11 月 の 水・木･

金･ 土 のいずれか週１回、午後

７時～ ９時

会場…金ケ作公園テニスコー

ト

対象…市内在住・在勤・在学

者（大学生）

費用…年18,000 円 （テニス保

険を含む）

申込み…２月15 日（月）までに

往復ハガキで、住所・氏名・

年齢･ 希 望曜日（第２希望 ま

で）を明記して、〒270 松戸 市

常盤平1-46-307松戸市軟式

庭球連盟・吉田桂三へ

詳細…吉田1588 ―6431 番

保健セミナー講演会

｢中高年…あなたはどう生きる｣

一中高年の心の健康についてー

対象…30歳～50歳代の女性

日時…２月17日(水)午後1時

30分～３時

会場…勤労会館

講師…神経科クリニック医院

長・鈴木明氏

定員…150人( 先着順)

詳細…健康管理課松戸方面保

腟室

愛の献血

はたちの献血キャンペーン実施中

期日 会 場 時間 主 催

2/14
(日)

ダイエー

新松戸店前

午前十時↓
後

四
時

松戸東ライオ

ンズグラフ

/20

出

伊勢丹

松戸店前

松戸市

/22

側
松戸市役所

詳細…健康管理課業務係

期日…２月21日(日)

会場…常盤平市民センター

費用…500円

保育あります。

詳細…松戸市母親大会実行委

員会事務局登88-8636 番

ほけんえいせ

い

新春マラソン大会

･日 時… ２月７日(日) 午 前９時

30分 スタート 〔雨天の場合11

日( 祝) に延期〕

･会 場…馬橋小学校

･種目…小学校４・５・６年男

女各3 km, 中学 校１・２・３

年男女 各5 km, 親 子( 小学校

１・２・３年男女と親) 各1  km

･受 付け…当日会場で午前８時

～ ９時に受け付け

･詳 細…青少年相談員・植田昔

42―3652 番

バドミントン教室

日時…２月14日・21日・28日

の各日曜日、午後１時～４時

会場…常盤平第一小学校体育

館

対象…一般市民

費用…無料

持ち物…上履き用運動靴

申込み…当日会場で

詳細…体育指導委員・小暮萱

87―7117番

市民バドミントン

冬期ダブルス大会

日時…２月21日(日)午前９時

～午後５時

会場…運動公園体育館

対象…市内在住･在勤･在学者

種目…男子１・２・３部、壮年

の部(40 歳以上) １・２部、

女子１・２・３部

費用…１人1,200円(未登録者

1,500円)

シャトルは協会で用意

申込み…２月12日(金)までに

ハガキにクラブ名を記入して、

〒270松戸市中和倉304バドミ

ントン協会・長谷川俊夫へ

詳細…長谷川041 ―7925番

楽々バランス

メニュー教室

日時…２月25日(木)午前10時

～午後１時

会場…健康増進センター栄養

指導室

内容…健康づくりをめざして

ふだんの食事を再チェック

(お話と調理実習)

対象…市内在住または在勤の

人で、健康増進センターの医

学検査を１年以内に受診した

人(検査を受けていない人ま

たは検査後１年以上の人は、

事前に検査を受けて下さい)

費用…材料費400円

定員…40人( 先着順)

申込み…２月５日(金)午前９

時から来所または電話で、健

康増進センターQ65 ―5588番

(直通) か68  ― 1241～3 内線

53～55番へ

第４回健康づくり指導者養成講座

期日 時 間 会場 テ ー マ ‘ 講 師

2/18

(木)

午前10時

～正午

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー会
議室

運動によるケガと救急処置

東京都補装具研究所

所長

土肥徳秀氏

午後1 時

～３時

中高年婦人の健康づくり

(加齢に伴う心身の変化‐

医学的解説と対応)

松戸市医師会

発地良英氏

25

(木)

高血圧・心臓病・糖尿病に

ついての医学的知識

(発症のメカニズム･誘因)

松戸市医師会

西川 弘氏

対象…職場や地域で健康・体

力づくりを指導している人ま

たは興味のある人

原則として全部の講座に参加

できる人を優先します。

定員…80人（先着順）

費用…無料

持ち物…筆記用具

申込み…２月６日(土)午前９

時から来所または電話で健康

増進センター登65―5588番

(直通) か68  ― 1241～3 内 線

53～55番へ

救 急 医 療 体 制　　 健 康 保 険 証 を 忘 れ ず に ／

夜間急病診療所（毎日）･午後8時～11時衛生会館内　　068-375腫

･待機病院（毎日）･ 午後5 時～午前9 時テレホンサービ ス　 伽6-010 番

･緊急 休日在宅当直医･午前9時～午後5時テレ ホンサービ ス　 酋66-0010 番

休日歯科診療所・午前9時～正午衛生会館内　　　　U68-3553番

おしらせ 市役所(66)1111# 常盤平支所(87)2131

小金支所(41) 5101 ･ 小金原支所(44)4151

六実支所(85)0113# 馬橋支所(45)2131

新松戸支所(43)5111# 矢切支所(62)3181

東部支所(92)3061
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